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事
務
局
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広
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松
司

　

事
務
員　
　
　

村
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綾
子

＊　

＊　

＊

　

役
員
の
皆
様
か
ら
は
、
県
内
社
会
教
育
関
係
団
体

事
業
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
正
副

会
長
か
ら
は
、
新
潟
県
社
会
教
育
委
員
、
新
潟
県

同
和
教
育
推
進
協
議
会
、
新
潟
県
図
書
館
協
議
会
、

新
潟
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
、
新
潟
県
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
等
の
委
員
も
務
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
第
１
回
理
事
会
・
評
議
員
会
が
５
月
21
日

㈮
に
行
わ
れ
ま
す
。
事
業
計
画
や
予
算
等
に
つ
い
て

協
議
す
る
予
定
で
す
。
協
議
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

６
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。�

（
広
瀬
）

　

今
年
度
も
各
市
町
村
公
民
館
長
の
異
動
が
あ
り
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

＊　

＊　

＊
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新
発
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恋
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三
条
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評
議
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智
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桃　
　

明　
　
（
魚
沼
市
）

　
　

〃　
　
　

※
樋
口　

具
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和
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見
附
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波
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加
茂
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孝
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※
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）
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インフォメーションインフォメーション

新
潟
県
公
民
館
連
合
会

新
潟
県
公
民
館
連
合
会

　
令
和
３
年
度

　
令
和
３
年
度  

役
員
の
紹
介

役
員
の
紹
介

第32回全国公民館セミナー
（YouTubeオンデマンド開催）
　新型コロナウイルスの感染拡大によって、通常の開
催ではなく、YouTubeを通じたオンデマンドでの配信
で実施とすることになりました。
　いつでも、誰でも、無料でご覧になれるようになって

おりますので、ご活用ください。全公連ホームページ
からご覧になれます。
◦テーマ：�新しい公民館のカタチ−コロナに負けない

公民館活動
◦主　催：公益社団法人全国公民館連合会
◦公　開：YouTubeで３月25日から順次公開（予定）
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特集

●

生生涯涯学学習習推推進進職職員員研研修修会会 --地地域域活活性性をを推推進進すするるああななたたへへ--

基礎研修会

大
地域住民との
協働プロセス

事業改善を
図る

リーダー行動
動き出す

プロジェクト 自治と支援
まちづくり

2021

生生涯涯学学習習･･社社会会教教育育担担当当課課
公公民民館館・・図図書書館館・・博博物物館館
文文化化会会館館・・ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆﾃﾃｨｨｾｾﾝﾝﾀﾀｰー職職員員等等
地地域域振振興興・・ままちちづづくくりり関関係係職職員員等等
県県内内のの生生涯涯学学習習推推進進関関係係職職員員

４/28（水）

10:00〜
16:00 【【専専門門】】

社社会会心心理理学学、、ココミミュュニニテティィ心心理理学学
【【主主なな著著書書】】
「「住住民民とと行行政政のの協協働働ににおおけけるる社社会会心心理理学学」」
「「社社会会にに切切りりここむむ心心理理学学」」

立立
正正
大大
学学

教教
授授

髙髙
橋橋

尚尚
也也

氏氏

５/17（月）

研研修修テテーーママ
「「リリーーダダーー行行動動とと意意識識改改革革」」
「「自自治治とと支支援援のの関関係係とと相相互互作作用用」」
「「行行政政とと住住民民のの協協働働ププロロセセススとと協協働働進進展展のの視視点点」」

【開会9:50】

参
加
無
料

定員
40名
程度

申込
〆切
４/23（金）

対
象

５/27（木）

10:00〜
16:00

㈱㈱
いい
ろろ
むむ
すす
びび

代代
表表
取取
締締
役役

古古
林林

拓拓
也也

氏氏

５/28（金）

【開会9:50】

行政の
役割

会場とお問い合わせ 県県立立生生涯涯学学習習推推進進セセンンタターー 担担当当 ：： 五五十十嵐嵐 和和彦彦
新新潟潟市市中中央央区区女女池池南南 33--11--22 TTEELL    ：： 002255--228844--66111100

【【キキャャリリアア・・資資格格】】
経経営営大大学学院院修修士士MMBBAA（（GGlloobbiiss))
米米国国ププロロジジェェククトトママネネジジメメンントト・・ププロロ
フフェェッッシショョナナルル有有資資格格

研研修修テテーーママ
「「地地域域のの小小ささなな変変革革リリーーダダーーシシッッププ」」
「「心心をを整整ええるる」」「「人人をを巻巻きき込込むむ」」
「「動動きき出出すすププロロジジェェククトト１１・・２２」」

人を
巻き込む

No.812� 令和3年4月25日

地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
ス
ク
ー
ル

〜
一
流
の
学
び
に
出
会
う
と
き
〜

　

�〔
地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
〕、〔
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
〕
こ
の
ワ
ー
ド
に

興
味
・
関
心
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

❖
会
場

上
中
越
会
場
：�

刈
羽
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
ラ
ピ
カ
」

下
越
会
場
：
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

❖
期
日

【
第
１
回
目
】　

６
月
８
日
㈫ 

上
中
越

　
　
　
　
　
　

６
月
10
日
㈭ 

下
越

　

�「
今
求
め
ら
れ
て
い
る
、
地
域
と
学
校
の

連
携
・
協
働
の
在
り
方
」

　

講
師
：�

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー　

副
参
事

【
第
２
回
目
】　

７
月
６
日
㈫ 

上
中
越

　
　
　
　
　
　

７
月
13
日
㈫ 

下
越

　

講
師
：�

小
見
ま
い
こ�

氏

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ら
い
ず
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
代
表
理
事
）

【
第
３
回
目
】　

９
月
16
日
㈭ 

上
中
越

　
　
　
　
　
　

９
月
17
日
㈮ 

下
越

　

講
師
：
牧
野�

篤�

氏

　
　
　
　
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）

❖
申
込
み
〆
切

　

５
月
31
日
㈪

❖
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

　

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
五
十
嵐
和
彦

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
５–

２
８
４–

６
１
１
０

【
第
３
回
】
５
月
27
日
㈭

　

�「
地
域
の
小
さ
な
変
革
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ�

―�

心
を
整
え
る�

―
」

　

�「
地
域
の
小
さ
な
変
革
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ�

―�

人
を
巻
き
込
む�

―
」

　

�

講
師
：�

古
林�

拓
也�

氏

　
　
　
　
（
㈱
い
ろ
む
す
び
代
表
取
締
役
）

　
　
　
　

�

井
浦�

綾
香�

氏

　
　
　
　
（
こ
こ
ラ
テ
に
い
が
た
）

【
第
４
回
】
５
月
28
日
㈮

　

�「
地
域
の
小
さ
な
変
革
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ�

―�

動
き
出
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１�

―
」

　

�「
地
域
の
小
さ
な
変
革
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ�

―�

動
き
出
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２�

―
」

　

講
師
：�

古
林�

拓
也�

氏

　
　
　
　
（
い
ろ
む
す
び
代
表
取
締
役
）

❖
会
場

　

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

❖
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

　

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
五
十
嵐
和
彦

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
５–
２
８
４–

６
１
１
０

【
第
２
回
】
５
月
17
日
㈪

　

�「
多
様
性
の
尊
重
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持

の
限
界
」

　
�「

自
治
と
支
援
の
関
係
と
相
互
作
用
」

　
�「

行
政
と
住
民
の
協
働
プ
ロ
セ
ス
と
協
働

進
展
の
た
め
の
視
点
」

　

講
師
：
髙
橋�

尚
也�

氏
（
大
正
大
学
教
授
）

基
礎
研
修
会

❖
講
義
と
演
習

【
第
１
回
】
４
月
28
日
㈬

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
対
人
関
係
」

　
「
リ
ー
ダ
ー
行
動
と
意
識
改
革
」

　

講
師
：�

髙
橋�

尚
也�

氏
（
大
正
大
学
教
授
）

生
涯
学
習
推
進
の
た
め
の
研
修
会
紹
介

〜
新
潟
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
関
係
〜
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公民館総合補償制度 公益社団法人  全国公民館連合会

この制度は公益社団法人全国公民館連合会の団体制度です。市町村の公民館および自治公民館、また公民館に準ずるものとして
全公連が加入を認めたその他の施設等は名称を問わずご加入いただけます。

３つの補償で公民館活動をサポートします。３つの補償で公民館活動をサポートします。 補償範囲や対象者が広い制度です。

年1回の手続きで安心です。

掛金には割引制度もあります。

1. 行事傷害補償
全公連見舞金制度

＋災害補償保険（公民館災害
補償特約、熱中症危険補償特約）

2. 賠償責任補償
賠償責任保険（施設所有
管理者特約、昇降機特約）

3. 職員災害補償
全公連見舞金制度

＋普通傷害保険（就業中のみの
危険補償特約）

■取扱代理店

■引受保険会社

＊このご案内は、本制度の概要を説明したものです。詳細については取扱代理店または引受保険会社までお問い合わせください。

（お問い合わせ・
資料請求先）

エコー総合補償サービス株式会社 〒101-0047 東京都千代田区内神田2-6-9
TEL : 0120 - 636 - 717（通話料無料） FAX : 0120 - 226 - 916（通話料無料）

営業開発部第三課
〒160-8338 東京都新宿区西新宿1-26-1　TEL 03-3349-3820（受付時間:9:00から17:00まで）

（受付時間:9:15から17:00まで）

損害保険ジャパン株式会社
（SJNK19-12507）2020年1月15日作成［2001K-○243］

１１
回回
目目

６６月月 ８８日日（（火火））上上・・中中越越
６６月月１１００日日（（木木））下下越越

県県立立生生涯涯学学習習推推進進セセンンタターー 副副参参事事

「「今今求求めめらられれてていいるる、、地地域域とと学学校校のの
連連携携・・協協働働のの在在りり方方」」

実実践践発発表表//演演習習
見見附附市市立立田田井井小小学学校校・・十十日日町町市市立立中中条条小小学学校校
村村上上市市立立金金屋屋小小学学校校・・佐佐渡渡市市立立七七浦浦小小学学校校

２２
回回
目目

７７月月 ６６日日（（火火））上上・・中中越越
７７月月１１３３日日（（火火））下下越越
※※下下越越会会場場のの定定員員：：７７００名名

NNPPOO法法人人みみららいいずずwwoorrkkss  代代表表理理事事

小小見見 ままいいここ 氏氏
支支援援者者ととししてて人人をを巻巻きき込込みみ

ププロロジジェェククトトををココーーデディィネネーートトすするる

３３
回回
目目

９９月月１１６６日日（（木木））上上・・中中越越
９９月月１１７７日日（（金金））下下越越

東東京京大大学学大大学学院院 教教授授

牧牧野野 篤篤 氏氏
学学校校をを拠拠点点ににししてて

「「ちちいいささなな社社会会」」をを創創りり出出そそうう

地域
連携

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養養成成 ススククーールル 2021

[[地地域域とと学学校校のの連連携携・・協協働働]][[ココミミュュニニテティィ・・ススククーールル]]
このワードに興味・関心がある方は、ぜひ受講してください。
学校を核として、地域総掛かりでコミュニティを活性化する。教育改革と地方創生の動向から
学校と地域の連携・協働の在り方を一緒に考えてみませんか。

◆当センターホームページ「ラ・ラ・
ネット」の画面右上にある「セン
ター研修会申込み」から送信
◆上記の方法で申込みできない方は、
電話またはＦＡＸ（裏面送信票）

10:00～16:00

◇◇学学校校教教職職員員
◇◇ここれれかからら地地域域ココーーデディィネネーータターーととししてて活活動動ししたたいい方方、、興興味味・・関関心心ののああるる方方
（（地地域域学学校校協協働働本本部部・・家家庭庭教教育育支支援援・・放放課課後後子子供供教教室室等等のの教教育育支支援援活活動動ススタタッッフフややボボラランンテティィアア、、公公民民館館職職員員等等））

◇◇地地域域ココーーデディィネネーータターー（（地地域域学学校校協協働働活活動動推推進進員員））、、学学校校運運営営協協議議会会委委員員ととししてて既既にに
活活動動ししてていいるる方方

受付開始：９時３０分

対象

講義・演習
時間

申込み
方法

県立生涯学習推進センター ： 新潟市中央区女池南 3-1-2

担当 ： 五十嵐和彦 ☎ ０２５-２８４-６１１０

お問い合わせ
申込み

一流の‟学び„に出会うとき

MAKINO
Atsushi

KOMI 
Maiko

上上中中越越会会場場：：刈刈羽羽村村生生涯涯学学習習セセンンタターー「「ララピピカカ」」 下下越越会会場場 ：：県県立立生生涯涯学学習習推推進進セセンンタターー

申込み〆切

５月31日

参参加加費費

無無料料
定定員員

9900名名
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家
庭
教
育
支
援
実
践
研
修

❖
会
場

８
月
会
場
：
上
越
地
域
振
興
局

11
月
会
場
：�

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

❖
期
日

【
第
１
回
】
８
月
24
日
㈫

午
前
：
活
動
紹
介

　

上
越
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

　
「
マ
ミ
ー
ズ
・
ネ
ッ
ト
」

　

南
魚
沼
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

　
「
だ
ん
ぼ
の
部
屋
」

　

�「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
協
働
に
よ
る
家
庭
教

育
支
援
」

　

講
師
：�

相
川�

良
子�

氏

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
し
ぶ
や
）

午
後
：
２
ｈ
オ
ン
ラ
イ
ン

【
第
２
回
】
11
月
12
日
㈮

午
前
：
活
動
紹
介

　

村
上
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

　
「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
」

　

西
会
津
町
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

　
「
こ
こ
ろ
の
オ
ア
シ
ス
」

　
�「

育
つ
・
育
て
る
切
れ
目
の
な
い
家
庭
教

育
・
子
育
て
支
援
」

　

講
師
：�

奥
山
千
鶴
子�

氏

　
（
子
育
て
ひ
ろ
ば
全
国
連
絡
協
議
会
）

午
後
：
２
ｈ
オ
ン
ラ
イ
ン

❖
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

　

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
５–

２
８
４–
６
１
１
０

ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
」

　

講
師
：
諸
富�

祥
彦�

氏
（
明
治
大
学
）

【
第
２
回
】
７
月
12
日
㈪

４
ｈ
オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
リ
ア
ル

　

�「
保
護
者
の
不
安
と
悩
み
の
理
解
、
家

庭
教
育
を
支
援
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」

　

講
師
：
常
盤
大
学　

秋
山�

邦
久�

氏

【
第
３
回
】
９
月
10
日
㈮

４
ｈ
リ
ア
ル

　

�「
家
庭
教
育
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用

し
た
講
座
づ
く
り
と
実
践
の
ポ
イ
ン
ト
」

　

講
師
：
蔵
王
の
も
り　

佐
竹�

直
子�

氏

�

家
庭
教
育
支
援
者
養
成
研
修
会

❖
会
場

主
会
場
：�

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
：
長
岡
市
中
央
公
民
館

❖
期
日

【
第
１
回
】
６
月
15
日
㈫

午
前
：
２
ｈ
オ
ン
ラ
イ
ン

　

�「
家
庭
教
育
・
家
庭
教
育
支
援
の
課
題
と

解
決
に
向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ
」

　

講
師
：�

入
江�

優
子�

氏
（
東
京
学
芸
大
学
）

午
後
：
２
ｈ
オ
ン
ラ
イ
ン

　

�「
家
庭
教
育
支
援
で
使
え
る
カ
ウ
ン
セ
リ
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宣
言
に
伴
い
社
会
教
育
施
設
の
閉

館
、
各
種
事
業
や
講
座
等
が
中
止
・

延
期
に
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
生
涯

学
習
や
社
会
教
育
関
係
の
会
議
等
も

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
宣
言
解
除
後

は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
な
が

ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
促
進
す
る
な

ど
学
び
を
継
続
さ
せ
る
取
組
が
各
地

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
制

限
の
あ
る
活
動
が
継
続
し
ま
す
が
、

新
し
い
事
を
試
す
機
会
と
捉
え
、
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。
今
後
も
公
民
館
に
は
様
々

な
場
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
行
事
は
公
民

館
主
催
の
も
の
が
多
く
、
公
民
館
と

の
つ
な
が
り
は
そ
の
当
時
か
ら
縁
が

あ
り
、
派
遣
社
会
教
育
主
事
と
し
て

の
３
年
間
も
公
民
館
に
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
私
が
担
当

し
て
い
た
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
立
ち
上
げ
に
向
け
た
準
備
で

は
、
公
民
館
関
係
者
の
多
く
の
方
々

か
ら
協
力
や
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
振
り
返
る
と
、
様
々
な
場
で
公

民
館
か
ら
助
け
て
い
た
だ
き
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
当
初
は
、
緊
急
事
態

「
公
民
館
に
感
謝
」

　

新
潟
県
教
育
庁
生
涯
学
習
推
進
課

副
参
事　

小
田　

貴
樹

　

私
が
学
生
の
頃
、
小
中
学
生
の
長

期
キ
ャ
ン
プ
や
林
間
学
校
の
指
導
補

助
と
し

て
４
年

間
ア
ル

バ
イ
ト

を
し
て

い
ま
し

た
。「
子
ど
も
村
」長
期
滞
在
型
キ
ャ

ン
プ
や
喘
息
児
対
象
の
水
泳
キ
ャ
ン

プ
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

な
ど
社
会
教
育
関
係
の
事
業
を
経
験

す
る
こ
と
が
で
き
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
の
井
桁
組
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
や
救
急
法

な
ど
多
く
の
事
を
学
び
ま
し
た
。
特

に
子
ど
も
達
と
の
交
流
が
何
よ
り
も

楽
し
か
っ
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

長
期
キ
ャ
ン
プ
の
最
終
日
に
は
終
了

時
の
満
足
感
や
子
ど
も
た
ち
と
の
別

れ
の
寂
し
さ
か
ら
涙
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
貴
重
な
経
験
や

感
動
す
る
場
を
体
験
す
る
こ
と
が
自

し
な
け
れ
ば
公
民
館
も
市
民
も
自
ら
の

成
長
の
機
会
を
失
っ
て
い
く
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
市
民
の
学
び
の
機
会
が
失
わ

れ
れ
ば
、
よ
り
深
く
学
び
た
い
、
知
り

た
い
と
い
う
意
識
の
向
上
の
機
会
も
な

く
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
ま
す
。

　
「
失
敗
し
て
も
良
い
」
と
大
人
は
子

ど
も
た
ち
に
言
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
大
人
は
自
分
自
身
が
や
る
こ

と
に
は
同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
で

し
ょ
う
か
？
何
事
も
や
っ
て
み
な
け
れ

ば
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
失
敗
か
ら
何
を
学
ぶ
の
か
、
何

を
得
る
の
か
が
大
切
で
す
。
人
が
や
ら

な
い
こ
と
に
焦
点
を
あ
て
、
新
し
い
手

本
に
な
る
よ
う
な
公
民
館
・
公
民
館
事

業
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
感
染
を
心
配
し
来
館
を

躊
躇
う
妊
婦
さ
ん
達
の
た
め
に
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
プ
レ
マ
マ
学
校
を
開
催

し
ま
し
た
。
一
方
で
一
昨
年
の
プ
レ

マ
マ
学
校
の
同
窓
会
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
し
た
後
に
要
望
を
受
け
て

実
際
に
会
え
る
機
会
も
作
り
ま
し
た
。

ま
た
幼
児
期
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
は

オ
ン
ラ
イ
ン
だ
け
で
な
く
公
民
館
に

来
ら
れ
る
方
に
向
け
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

で
開
催
し
ま
し
た
。
現
状
に
満
足
せ

ず
よ
り
良
い
講
座
に
し
よ
う
と
努
力

す
る
公
民
館
の
職
員
の
方
の
熱
意
に

い
つ
も
感
銘
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
こ
と
を
生
み
出
す
に
は
、
批

判
も
あ
り
ま
す
し
、
失
敗
も
つ
き
も
の

で
す
。
し
か
し
そ
れ
を
恐
れ
て
、
行
動

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
受
け
て
私
た
ち
の
生
活
は
一
変
し
ま

し
た
。
今
年
度
初
め
、
果
た
し
て
公
民

館
は
活
動
し
て
よ
い
の
か
？
と
い
う
迷

い
す
ら
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
職
員
の

方
々
は
「
今
だ
か
ら
こ
そ
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
伝
え
た
い
。」
と
い
う
熱
意

を
持
っ
て
様
々
な
事
業
を
企
画
し
、
こ

の
一
年
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
お

手
伝
い
を
す
る
中
で
、
私
は
既
存
の
枠

に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
自
由
な
発
想
が

と
て
も
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
、
協
力
を
仰
ぎ
、
実
現
可
能
な

方
向
に
向
け
て
意
見
を
交
換
し
、
お
互

い
が
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
も
学
び

ま
し
た
。

「公民館事業の
　あり方とは？」

　新潟市中央公民館活動協力員　長谷部幸子

県公連会議等の予定
⃝県公連会計監査
　日時：令和３年５月７日（金）13：00〜
　会場：新潟市中央公民館　303講座室
⃝第１回県公連理事会・評議員会
　日時：令和３年５月21日（金）
　　　　・理 事 会／10：00〜　309講座室
　　　　・評議員会／13：30〜　308・309講座室
　会場：クロスパルにいがた

⃝関東甲信越静公民館連絡協議会 第１回理事会
　日時：令和３年５月28日（金）13：30〜
　会場：山梨県甲府市

公民館だよりがデータ配信にかわります。
令和３年度から公民館だよりを各市町村公民館にデータ配
信します。各市町村で必要部数を印刷して地区公民館等に
配布します。個人購読の皆様には、県公連事務局で印刷し
郵送でお届けします。
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エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
り
ま
し
た
。（
笑
）

　

各
ご
家
庭
で
の
話
題
作
り
に
、
貢
献
し
て
い
れ
ば
嬉
し
い

で
す
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、
検
温
、
消
毒
、
換
気
…
な
ど
、

今
ま
で
と
違
っ
た
と
こ
ろ
に
も
配
慮
は
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

公
民
館
と
し
て
で
き
る
こ
と
か
ら
企
画
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

　

公
民
館
を
、
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
今
後
も
楽

し
い
企
画
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

〔
弥
彦
村
公
民
館　

本
多
志
保
子�

記
〕

と
な
り
、
実
施
で
き

た
の
は
こ
の
「
子
ど

も
わ
く
わ
く
教
室
」

の
み
で
し
た
が
、
募

集
定
員
を
オ
ー
バ
ー

す
る
申
し
込
み
が
あ

り
ま
し
た
。

　
「
作
っ
て
飾
ろ

う
！�

ミ
ニ
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
」
と
題

し
て
、
12
月
の
第
一

土
曜
日
に
、
ク
リ
ス

マ
ス
用
花
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
り
ま
し
た
。

　

講
師
に
、
季
節
ご
と
の
企
画
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
フ

ロ
ー
リ
ス
ト
の
先
生
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
お
父
さ
ん
と
お
子
さ
ん
と
い
う
ペ
ア
の
参
加
や
、

両
親
と
お
子
さ
ん
で
の
参
加
な
ど
が
増
え
て
き
ま
し
た
。「
毎

年
、楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」と
言
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
増
え
、

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
企
画
も
、
住
民
の
声
を
聞
い
て
「
参
加
し
た
い

講
座
作
り
」
を
目
標
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

弥
彦
村
公
民
館
長
（
60
代
：
男
性
）
が
「
私
も
！
」
と
、

一
参
加
者
と
し
て
か
わ
い
い
ツ
リ
ー
を
作
り
、
家
に
持
ち
帰

り
ま
し
た
。

　

す
る
と
奥
様
に

「
こ
こ
を
直
し
た

方
が
…
」
と
、
意

図
し
た
も
の
と
違

う
も
の
が
出
来
上

が
っ
た
⁉
と
い

う
、
微
笑
ま
し
い

　

弥
彦
村
で
は
、
子
ど
も
体
験
活
動
計
画
と
し
て
、
年
２
回

独
自
企
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
隣
の
燕
市
と
共
催

で
「
親
子
科
学
教
室
」
を
年
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

弥
彦
村
食
育
推
進
協
議
会
・
食
生
活
改
善
推
進
委
員
会
と
の

共
同
企
画
で
毎
年
行
っ
て
い
る
「
親
子
料
理
教
室
」
が
あ
り

ま
す
。

　

対
象
年
齢
は
保
育
園
児
〜
小
学
生
と
し
て
い
ま
す
。

　

親
子
で
楽

し
い
体
験
活

動
を
経
験
し

て
も
ら
お
う

と
参
加
者
を

募
集
し
、
興

味
や
学
習
意

欲
の
向
上
に

つ
な
が
れ
ば

と
考
え
て
実

施
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
度
は

残
念
な
が
ら

企
画
の
ほ
と

ん
ど
が
中
止

作
っ
て
飾
ろ
う
！�

ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
「
子
ど
も
わ
く
わ
く
教
室
」

�

弥
彦
村
公
民
館
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新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
年
度
末
・
始
の
お
忙
し
い
中
、
公

民
館
だ
よ
り
４
月
号
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
公
民
館
だ
よ
り
が
市
町
村
に
デ
ー
タ
配
信
に
な
り

ま
す
が
、
今
後
も
ご
購
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。�

（
広
瀬
）
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昨
年
度
、
生
涯
学
習

班
長
と
し
て
10
年
ぶ
り

に
生
涯
学
習
班
に
戻
っ

て
こ
ら
れ
た
田
村
清
洋

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

当
時
、
田
村
班
長
が
始
め
た
事
業
が
現
在
も

残
っ
て
お
り
、
関
川
村
の
子
ど
も
た
ち
に
は
欠
か

せ
な
い
事
業
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

博
学
多
才
で
、
仕
事
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
雑

学
の
知
識
も
教
え
て
く
だ
さ
る
田
村
班
長
。

　

一
年
中
Ｙ
シ
ャ
ツ
一
枚
で
過
ご
し
、
雪
下
ろ
し

も
そ
の
ま
ま
し
て
し
ま
う
一
方
で
、
高
血
圧
を
気

に
し
な
が
ら
も
病
院
嫌
い
で
中
々
病
院
に
行
っ
て

く
れ
ま
せ
ん
。
昨
年
の
６
月
か
ら
２
週
間
に
１
回

は
「
早
く
病
院
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
い
続

け
、
念
願
叶
い
や
っ
と
先
月
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。ち
ゃ
ん
と
通
い
続
け
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　

話
が
脱
線
し
ま
し
た
が
、
生
涯
学
習
と
は
ど
う

い
う
も
の
な
の
か
、
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
を

日
々
悩
み
な
が
ら
、
村
民
の
皆
様
に
楽
し
く
学
び

体
験
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
見
た
目
は
や
さ
し

く
お
っ
と
り
し
て
い
る
ト
ト
ロ
の
よ
う
な
風
貌
の

田
村
班
長（
で
も
実
際
は
頭
が
か
な
り
切
れ
ま
す
）

指
揮
の
下
、
班
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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発
表
が
終

わ
っ
た
時

の
安
心
感

と
達
成
感

は
ひ
と
し

お
で
す
。

そ
れ
か
ら

の
食
事
会

も
一
段
と

楽
し
い
で

す
。
太
極

拳
は
年
齢
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
で
き

る
運
動
で
す
。
会
員
を
も
っ
と
増
や

し
て
、
仲
間
た
ち
と
長
く
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

〔
代
表　
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峰
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記
〕

吸
法
で
体
幹
や
足
腰
が
鍛
え
ら
れ
、

教
室
が
終
わ
る
と
心
地
よ
い
疲
れ
と

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
感
が
味
わ
え
ま
す
。

週
1
回
90
分
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
和

気
あ
い
あ
い
と
続
け
て
い
ま
す
。
毎

年
秋
に
は
町
の
イ
ベ
ン
ト
で
ス
テ
ー

ジ
発
表
が
あ
る
た
め
、
講
師
の
泉
ひ

と
み
先
生
が
違
う
曲
で
振
付
を
考
え

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
の
振
付
を
ス

テ
ー
ジ
上
で
間
違
え
な
い
よ
う
に
、

夏
頃
か
ら
み
ん
な
で
猛
特
訓
し
ま

す
。
普
段
の
練
習
だ
け
で
は
な
か
な

か
覚
え
ら
れ
ず
、
週
1
回
の
練
習
の

ほ
か
に
み
ん
な
で
自
主
練
習
し
、
お

互
い
に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
の

出
雲
崎
太
極
拳
サ
ー
ク
ル

�

（
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何
か
運
動
を
し
な
く
ち
ゃ
と
思

い
、
友
人
に
誘
わ
れ
て
こ
の
サ
ー
ク

ル
に
入
り
ま
し
た
。
10
年
以
上
経
ち

ま
す
が
、な
か
な
か
上
達
し
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
、
ゆ
る
や
か
な
動
き
と
呼


